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研究成果の概要： 

 本研究は，日本の二大都市圏である東京大都市圏と京阪神大都市圏の社会・空間構造を比較

することを目的として行われた．その結果，東京大都市圏全体を見ると，ローカル・コミュニ

ティが有してきた社会文化的特性が脱色され，全方向的に均質な中心対周縁という凝離した空

間で序列化する力によって構造化されている実態が明らかになった．また，京阪神大都市圏に

ついては，ホワイトカラー，ブルーカラーの居住分化傾向は維持されたままであるものの，80

年段階では明瞭であった職業階層による居住圏の同心円構造が不明瞭化してきたことが明らか

になった．さらに，東京大都市圏では工業が集積する地域が見られたものの，京阪神大都市圏

では東京大都市圏と同程度の工業集積地域は少ないことが示された． 

 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005 年度 1,300,000 0 1,300,000 

2006 年度 900,000 0 900,000 

2007 年度 800,000 240,000 1,040,000 

2008 年度 500,000 150,000 650,000 

  年度    

総 計 3,500,000 390,000 3,890,000 

 

 

研究分野：時限 

科研費の分科・細目：都市 

キーワード：GIS，社会地図，職業階層，構造と変動，社会階層分極化，KS 法クラスター分析 

 

１．研究開始当初の背景 

 2004 年４月に大阪市立大学にて研究グル

ープ結成の相談を行い、2004年５月に、大阪

市立大学大学院の社会学／地理学専攻の大

学院生、および、本研究の研究代表者及び研

究分担者よりなる研究グループを結成し研

究プロジェクトを開始した。５・６月の研究

会では、研究のバックグランドもフィールド

も異なる研究メンバーの多様な問題意識を

共有することを目指して、『新編東京圏の社

会地図』から得られた手法および知見を題材

として議論がなされた。７月からは、東京圏

および大阪圏について暫定的に描かれた主

題図を基に、いかなる指標を用いて地図化を

行うべきか、どのような理論的フレームワー

クに載せて知見を吟味すべきかを毎月開催
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される研究会において議論し準備を重ねて

きた． 

 

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は，浅川を研究代表者とした

研究グループが基盤研究 A(1)として行って

きた研究「首都圏の社会地図：社会地区分析

の手法の開発および社会地図の作成」（課題

番号：11301008）から得られた手法および知

見に基づき，日本の二大都市圏である東京大

都市圏と京阪神大都市圏の社会・空間構造を

比較することにある．本研究の中心的な課題

は次の２点である． 

第 1 は，高度経済成長期以降からバブル経

済絶頂期に至るまでの東京圏を対象とした

研究の手法・知見を，京阪神圏においても適

応可能であるか否かを比較検討し，適応不能

である場合にはいかなる規定要因が存在す

るかを明らかにすることである． 

第 2 は，二大都市圏のバブル経済崩壊以降

の空間および社会構造の変動の有無とその

方向性，特に現在社会問題になっている，都

市再生における，湾岸開発や都心回帰・再開

発のインパクトを明らかにすることである． 

 

 

３．研究の方法 

(a)東京大都市圏の地図化、指標リストの整備 

『新編東京圏の社会地図』を基に、東京圏

の地図化を先行させる。地図化までには、(1)

対象範囲のデータを整え、必要な比率を算出

し、６段階の指標値に変換するという SPSS

を用いた作業、(2)定義式や基本統計量などを

指標リストにまとめるという excel を用いた

作業、(3)GIS ソフトを用いた地図化作業（主

題図の描画）という３段階の作業が必要とな

る。東京圏の地図化を先行させ、指標リスト

を整備し、大阪圏の地図化に結びつける。 

 

(b)京阪神大都市圏の地図化 

大阪、神戸、京都と多核心型の都市構造を

示している大阪圏を、一極型の東京圏と比較

する場合には工夫が必要である。インナーエ

リアとして大阪市と東京 23 区とを比較する

か、関西地方すなわち大阪府・京都府・滋賀

県・兵庫県・奈良県・和歌山県・三重県の２

府５県という最大限に広げた範囲と東京圏

の比較を行うか、対象範囲の設定は都市の空

間・社会構造の比較研究の重要な論点である。 

京阪神大都市圏については、東京大都市圏

分析で行った平均値と標準偏差（あるいは中

央値と分位値）による指標値化の手法を適応

する前に、指標値ではなく比率で塗り分けた

レイト・マップを作成する。地図化する指標

は東京圏の地図化で整備された指標リスト

に準拠するが、対象範囲は 5235 の第１次メ

ッシュを中心とする８個の１次メッシュ

（5134：徳島を除く）として、比率で塗り分

けたレイト・マップを描く。 

 

(c)解釈をめぐる議論と現地調査 

上述(a)(b)によって描かれた１枚１枚の地

図は、必ず、空間・社会構造の一側面を映し

出している。しかしながら、それが何を意味

するかは必ずしも自明ではない。そこで、社

会学者、地理学者を交えての議論が必要不可

欠である。 

議論の場は、フィールドのひとつである大

阪圏に位置する大阪市立大学とする。大阪を

フィールドとする調査に長らく関わってき

た谷を中心とし、月に１回のペースで全メン

バーが集まり、それまでに描かれた地図の解

釈をめぐって議論する。そして、さらにどの

ような地図が必要かを確認し、また大阪圏と

してどのような地理的範囲を設定すべきか

を議論する。 

また、本分析の単位は１Km メッシュで行

うために、地図化により特徴的な地域を特定

化することが可能になる。GIS で表現される

マクロデータでは、実際にどのような地域構

造により、特定の値が高く（若しくは低く）

なっているのかを明らかにすることは出来

ない。特徴的な地域への現地調査も必要にな

る。 

 

 

４．研究成果 

第 1 の成果は，GIS を共通のプラットホー

ムとした都市社会学と都市地理学による共

同研究が，概念の相違点などを明らかにした

ことにある． 

第２の成果は，東京大都市圏の空間構造の

変容過程の分析から得られた．東京大都市圏

全体を見ると，ローカル・コミュニティが有

してきた社会文化的特性が脱色され，全方向

的に均質な中心対周縁という凝離した空間

で序列化する力によって構造化されている

実態が明らかになった． 

それに対して京阪神大都市圏は，大阪，京

都，神戸の３都市を核とした構造をもってい

る点が，東京大都市圏とは大きく異なる．

1980 年以降の変化を分析した結果，ホワイ

トカラー，ブルーカラーの居住分化傾向は維

持されたままであるものの，80 年段階では明

瞭であった職業階層による居住圏の同心円



 

 

構造が不明瞭化してきたことが明らかにな

った．これが第３の成果である． 

さらに，二大都市圏を同一基準で社会地区

分析にかけた結果，東京大都市圏では工業が

集積する地域が見られたものの，京阪神大都

市圏では東京大都市圏と同程度の工業集積

地域は少ないことが示された．複数の都市圏

を同一基準で分析するという方法論の確立

が第４の成果である． 
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